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社会的な背景・課題

ジャガイモシストセンチュウは国内外のジャガイモ

生産に大きな減収被害をもたらしています。食料安全

保障と持続可能農業の観点から、環境負荷の低い新規

防除技術が求められています。

従来の技術・課題

殺線虫剤は環境負荷や継続施用コストが高く、抵抗

性品種は品質・収量や抵抗性打破に課題があります。

捕獲作物は作付け期間を要し、既存の孵化促進物質は

供給量不足と高コストが実用化の障壁でした。

想定される活用例

 PCN発生圃場において、ジャガイモ作付け前また
は休耕期間中にSEC濃縮液を散布し、宿主植物が
存在しない状態でPCN卵の孵化を誘導することで、
土壌中の線虫密度を低減する活用が期待できます。

 水耕栽培排液を原料とするため、未利用資源の有
効活用にもつながります。

 化学殺線虫剤の使用量削減、有機農業への適用、
種馬鈴しょ生産地域での防除、輸出制限リスクの
低減など、持続可能な農業基盤の強化に貢献でき
ます。

技術のポイント

連携について
神戸大学が発見したソラノエクレピンC（SEC）を用いた新規
グリーン農薬の実用化を目指しています。水耕栽培排液に含
まれるSECを未利用資源として活用することで、低コスト・
低環境負荷・循環型の防除技術を構築します。原料供給、濃
縮製造、品質管理、圃場実証、販売展開に関心をお持ちの企
業との連携・共同研究を広く募集しています。
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ここがポイント！

１.ポイント・背景 2.成果・結果

PCNはジャガイモやトマト等のナス科作物の根に寄生し、発生圃場では
30～80％程度の減収を引き起こす。PCNは世界のジャガイモ生産におい
て平均約9％、条件によっては12％以上の収量損失を引き起こし、その
経済損失は年間数十億ドル（数千億円規模）に達すると推定される。

図１ ジャガイモシストセンチュウ汚染地域

図２ シストセンチュウ孵化物質前駆体ソラノエクレピンCの発見
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図3 ソラノエクレピンCを用いた
グリーン農薬エコシステムの構築

ナス科植物の水耕栽培排液中に高濃度で存在す
るSECに着目し、吸着樹脂等を用いた効率的な
濃縮技術を確立するとともに、環境負荷の低い
グリーン農薬として圃場に適用するための実用
的エコシステムを構築する。

実用化に向けた今後の展開
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